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児童文化財に関する研究文献のうち，二し大学区研究所な

どの研究紀要に発表されたものは，関係者で「も目にふれ

ることが少いと思われる。．そごでジ・図魯や雑誌にみられ

たものと併せて一覧にすることができれば便利であろう

と思い，本稿をまとめる こ どとじた。今年度がr4回目で

あるわ　』　 　 　 　』　　∴P　　 　』　ノ　』r「・｝q

児壷文化財の研究といっても，広い範囲にわたりづ そ

の角度もさまざまであるので，丁ここでは，「児童文化財が

子どもの生活とかかわりあう ところ琴焦点をあてたも の

に限るこどとした。Pそれとても1ド明確に線をひくこ とは

できないのであるが，＼心理学や教育学，．社会学や歴史な

どの専門領域としての理論や技術の研究が中心 となって

いるものとか，文学論，・作家論作品論といった専門的

研究は敬遠し，専門的なものでは，1児童文化理解のため

にたすけとなろう』ど思われる史的概観が現状概観などを

内容とするものをと りあげるごととした。1またll・図轡，

雑誌については，講座，・随筆などに類ずると．思われるも

のも敬遠するこ とと したεド’』く搭㍉ ズ’』ll　l二・』霊

　対象としたのは，”1979年中に刊行さ れた図書，・雑誌、

研究紀要を主とし，・研究紀要は日本総合愛育研究所また

は同所児童文化財研究部会あてに寄贈 されたも1ののう

ち，r児童文化関係の学科をもつ大学1短大等のもの93冊

についで講査した。図書，雑誌については網羅的に調査

したとはいえないが， 出版関係誌を手がかりに，7積極的

に接触する努力をしたつもり楚ある6三一

　寄贈して下さった学校，著者の御好意に感謝するとと

もに，・前記のような考え方で割愛した文献の多いこrとに

ついてお許しをねがう次第である。』肉
』

研究文献は，内容によ りデ←脚絵画，．音楽焦うたド

・劇。お話i児磁図書、雪児童文学デ』遊び，』玉玩具チrテ レぜの

8、項目に分類して紹介するのを通例どしてきたが，、今回

は絵画に関するものがなかったのでデ7項目となづてい

る。　 っ　　一一 　1
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わが国の児童文化の特性←本田和子一（「子どもと家庭』

、・ 1979～101』東京都千代田区九段南’4胴2、？12日本児童

　 ．・ 題調査会ンrコ1で♪二’ 』＼・ ＿　　　　　　　　プ？1

　．』理想主義的な求道的な戸ひたむきな性格を帯びる児童

　文化運動がめざす児童文化と．一方聴子どもをとり二に

　 してきた裏文化とよばれるものとの二面性がわが国の児

　童文化の特性であるが1 デレビがここにく》）こ・んで、き

　て，これらにどう対処するか，今後の課題である611111∴

児敵化に関する私見一有田健一（甥鐸締騨
　　大学研究紀要第工6号，1979～3）　～

　く児童文化の概念や内容についての提言で｝届～ろいろな

　示唆を含んでいる。．たどえば1子どもの遊ぴが△独自の

　領域と して考えられるなちば， それとかかわりあろブ行

　事驚二 スポ峡ツ，一 団（ながま），慣習ド信仰ダ∴興味ド．小遣

　いボ’手伝いなどを考慮にいれていぐ必要があるなどはそ

　のデ例である6 1、二▽ 悔”』』 ・［』1 ∴　・

r、r、

学校子ども文化の創造←片岡徳雄編 著（金子書・房〆

　　1979～12）

　：』 学校文化は｝、：文化の学校化という形で， ）恥ろいろ問題

　になっているが，それを克服する方向を示唆してぐれる

　のは，，いわゆる二「児童文化」ではなく， ＿「子ども文化」

　の導入でぱあるまいか5そう、した観点がぢ，．子ども文化

　とは何かにっいて基本的な理論を展開するとともに鋏文

　学，’i音楽，、体育1 演劇などに関する各論をのべているぶ

　視る文化か．ら競む文化へ尋小木美代子て「子どもの文

　　化』工979～9，東京都豊島区目白3－2←8文民敦育

　　協会〉　・　　　　　　
＝rb、・ゴ．、・・

i、，！．5≧1嵩‘1気1　1、

　　テレビと漫画は異常ともいえる’プーム でド親をもまき

　こんでフ ナ
・ミ リ憎文化を形成℃ζ）うあ1る1ども賂える註思

　れが子ど1もの知的量情緒的発達を阻害する要因のひ『とつ

　とならてし・ることはよく知ら・れ・て1い，るど高度成長期以

　後ヂ言語環境が子どもたちの生活かぢなくなφできズい

　るず言語の論理を映豫の論理にいかにからませるか∫弐研
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日本総合愛育研究所紀要 第16集

究し購こ努力する必要がある・ 　 べて嚥藻鱒騨婁徽鋤鰹≧・集
2音楽．うた　　　　　　　団体験としてとらえること・などを翻として・講を

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　媒介とする■ミュニケーションの場として機能すべきこ

幼妻草謙雛羅謙議燐懸蓑嚇懸轟墨繍藁島熱
，借成祉

　幼児はひとり歌をうたい，それが発展し，うたとリズ

ムに分化亥翻う為界る章域麗レ・ぜレ糖隅こ
うした発達の過程かぢ1蓄幼児音楽ば遊ぴ1・；乳1運動芝ぴち’と

とからはじめるぺきである。ところが保育科における音

楽履修は，ピアノや声楽など一般的な初歩的な履修が中

心になっている。幼児音楽を理解し，章1の発見や創拳を

育てていく能力を発達させるようなこ葦も大藪ある。

月本童揺集→r三木卓著誕平凡社辞1g79豪11茨（薩黛亡魏

∫ 白秋，1 精箭，S八＋をは、じめ鍛の壷謡作家の作1融00

余編がおさめられ，それらの作品を通じて， 気童講が1：1子

どもの世界を声どのよう．な構造鐵価値観をゑうて表現
し，： どのような意味をもって恥るのがを通観もよ；ケと二し

ている占 l、それ1ど：ともに，！本書の3分の工の頁 を占めて一

る，二原本のさし絵の力烹ワ写真版の口絵が当時の状況を

想像させるδ1－1 欝、、＼『、≦、』ジ　．r幅・弼眺こ縮ン，誓、』，r

語勧1驚謡）』脚…㍊一－』謎二ひ∵し説＝l 又二≧取

　　　　　　　　㌧G』ド斡iil　一 1一：11竣㌧ ご』

児童の観劇反応に関する研究（2）懸星美智子ゴ1湯川礼子

’畷日本総合愛育研究所醸第1蝶，．1979～3）・3・ll、

～1前回の劇団四季出演の日「生名作劇場、「冒険者たち舞ガ

1×ざとその仲問たち上と同監じ・ぐジ今回は「ふた珍のロァ診

テ』：を材料として再小学6年生を対象に，臨場反応の観

察や感想文の分析によって観劇反応を調査したものであ

る乙
、
な．お，倫回は座席の位置にまる反応の差につ恥くの’

調査も加えられている。　　　　　　　　’㌻』・｝蹟i 『

民話の伝承と創造皿一←→坂本学 （東大阪短期大学研究紀

・．腰第：4号‘kPl19Z9舜1〉丸』1 ril51』c．♪』；、』，1、 二・．ウ k二，

し今は民話伝承の危機で昂るrと考えられているが，，その

要因とrして，，家族構成や生活の変化）．経済状態の変動な

どがあげられるるi 1じ力沈∫’．民話には人の心をゆたかにす

るものであるから，発伝えだい民話は1 新1しく創造され伝

承されてい1く1こ弓と1を期待・したい’伝承の危機はまだ創造

の好機でもあるδ 是1ド；1に）；1監鴇」』塔1《、兼　，髪≧
1』澱i　lこi卜

4，課鱒舞卑黎嘗…『綬，、♪』、．、』
こ｝』，，」

児童図書館の場状ぐ諸問題←そ（ぴ2・㌔児童図優館のめざ

c・す’もの験高橋裕子双束京家政犬学研究紀要第19集（1）

燃夢社会科学49怒3〉しン糖漁斑、、、
へ1前厨は，一：5っの児童図曾館での子どもの意識調査であ

盗たが，｝今回は総抵的に児童図轡館のめ1ざすべき姿をの

　1979～1）

　戦後の児童文学100選に，短篇集20選を加えて，実質

欧薗翠となっており祖人の郷都頒して作
品の解説をしている。巻頭に編集委員の座談会記事があ

り，巻末に戦後児童文学評論集21選が添えられている。

世界児童文学100選皆日本児童文学者協会編・（借成社：，

”郵1979㌣12）つぐ、』預li1：．．51（
』・・ L、1．・ 』※二 奏 、

、
F

露わが国1；翻訳された諸作品，，それも日本の児童文学，』』

子どもにかかわ、り、あっている現代の作品100点を選びガ、

それに19世紀の古典的作品20点、を伽えてヂ実質的には

120選となっており，44人の執筆者が分担して作品の解

説をしている乙巻頭に編集委員の座談会記瑛があり語巻

宋に年表が加えられている‘く、

絵本教育の実態②」・ ；広旛市近辺の幼稚園の揚合一相原

　1和邦 （広島女子大学文学部紀要第14号，1979～3〉

』前厨は“1広島市の保育園における実態の調査であづた

が， 今回はi　 広島市と呉市の幼稚園10園にっいて訪問調

査を行なった6絵本の選び方沿絵本の与え方，二 読後指導

などにっいて1∫事例的な比較研究がなされている5、』、

家庭生活‘こおける141歳未滴児の絵本について』，』、「児施文

　，化墨の内容に関する研究（5）療松原醇子（鳥取女子短

轟期大学研究紀要第 8号諮1979雪12） 1、・∫・
．、，

　家庭における4歳未満児の絵本環境の実態を把握する

ために，、鳥取県内の東 r中・蚤 西部各地域にわたづてil且3

保育所の14歳未満児の母親485名に対してアンケ←1ト調

査を行なゐた結果の分析報告であるよ母親の選ぶ絵本と

幼児の好む絵本ぎのずれなどが具体的にあちわれてざて

いるδ手ニノ～ご』 1㌧」』 　Fl
r・ 〆』

み

1戸へ’
・』rr

絵本のr嗜ダリ鯨性←本田和子・、溶水いく．子蚕・角能清

　美（保育学年報1979年版1「々スマミと保育」， ．フレ≒

ル館i；1979盈4）一こ＝』』・1 、・』 ㌧r’
ン幼児と絵本のかかわ！りの多様性に着目して1，，いろいろ

な事例をあつ夢分類してF多様性の内容をあきらかに・し

た研究である。研究者が協力園において日常生活におこ

る絵本にかかわる活動を観察記録し11』その中かち二貞一タ

iリ島的機能を証明す1る凄例をと’り出して分類もだ結畢，3一

絵本による交差領域の成立ゴ、絵本のチま rジ”機能諺流れ

が変わる，書物文化の投影，の4頂目をあげている。、、 ン

絵本を楽しむことのできる保育者と子どもの人格形成一

　立川多恵子（保育学年報一前掲）．

一254一



中山ご 児童文化財緕究文献づ総誉化と：体系的分析

，絵本を楽しむことので轡る保育者は1・子どもの気持が

よくわかるのではなかろうかという考えカ｛研究め動機と

なづている。アソゲ轟添A（対象…者の子ど1も観を知るま

うに工夫されたもの），B（絵本に対する関心あ度合1ン 関

心をもった動機などを知る〉の12つの調査の関連から，

だいたい予想じた結果が得られだといらズいるδン』叫＿

赤ちゃん絵本弓その心理学的考察一佐々木宏子（「臼本

・1児童文学」／1979～7， 借成社〉∴1’ゾて
』1・二11

『1“・

　1978年、9月に開いた丁宇都宮絵本図宙館」で，’・』子ども

たちが最も好んだ9種め絵本に対する子どもたちの反応

と，絵本のもっている特徴から，・赤ちや冷絵本ほF具体

的にはヂ絵の輪鄙がはぢぎり』しズいて背景が白ゐ：もめ，

描かれた子どもや動物が頭でっがぢの二等身ない毛三等

身であるこ之などを指摘’し，・赤ち奄ん絵本の意義をとい

てい’る。』

子ども漫画の世界｝斎藤次郎著（現代轡館， ⑲勾《近2）

　子ども漫画の現代史を語るとともに』r50余種の作品に

ついて体系的な分析と解説を行なっているσ戦後の漫画

は主と『して雑誌漫画と・し 宅発展してきたが，・そク》反逆と

して劇画は貸本屋本として成長した。テレビにアニタ篇

ショソ番絹が登場し，週刊誌が出そろい，二．鐸本犀怯苑と

ろえ，テレビ漫画や雑誌漫画にあきたらない年長の子ど

もは1、「新轡判の漫画本や日常生活の中で展開する夢をテ

声㌣1とするものに心を向けている。

子どもはマンガをどう騰むか一子・ども’の文化研究所

「1』 「子どもの文化」， 1979痙6，「前掲＞㌧・

　1978年工2月から1月までf 関東の子ど もたち・350人の

ア！シゲートの結果で，、漫画雑誌を毎週買うのが』8％iま

らた．く買わないのが38％， 】コ』ミ・シク本はi’侮回買一うが10

％，』まづたく買わないが40％‘借 りて読むのが，失立読み

かl　l・読まないのか≧ト意外と熱心な読者が少い註M’、

新笠漫画選一子ども砂文化研究所1＜「子どもの文化」

49プ9冨3，1 前掲），’ゴ 過 氾、．ぐ女壕淵こ堤

　石子順・川北亮司・上地ちづ子の3氏が討議を重ね妻

入手可能な単行本〈ゴミック本〉182点を選び，，分担し

て作品の解説を書レ．・ている」・必ずし噺優秀作と》・ う篭之

でなく，問題を含む作品もとりあげられているる一∫｝∬

5　遊　　ぴ

集団での幼児の生活とあそぴ一中山佐知子（一宮女子

　短期大学紀要第19集，1979～12）

　幼稚園，保育所における幼児の一日の生活の流れの中

で，自由時間における活動の状態と，これに対する保育

者の態度を観察し，保育における遊びの位置づけの根拠

を把握しようとする。保育所にくらべて，幼稚園は自由

遊びめ時問寮制限され1・』したがぢて遊びめ発展がなく：，

保育者の態度もまちまち廼あるよいろいろ乏考えきせる

問題ボある許1媒　．坤i喉』1拾一 機　許ズ∴・1

子どもの文化入類学」L凍ひち亭著（晶文社．』11979磁21）

ナヌリカ；・．イ．ズラェル； シミソヅラデジ：義渥鋤ナ爾めぺ

｝脇 ・イシデ牙ブシな ど1いろ“ろな文化を・もづ杜会

で，子どもがどう育っているかをのべているし 児壷文化

に関連す畜部分は人署」蔦イソ寧詳シ㌧シの子 ど二もめ遊び

についてのべている乏ころ受証おもぢゃを遊びとしでっ

く1りながらダ・ いい力磁なもめでは1納得しない乏し・1づこ

1とに関連むでド今め日本の親たちめ争どもの遊びに函テ

る意識が》～恥加減なものである1こ乏など1 鵠ろいろと考

え・させ、られるぎ一・獅詣　． 」ぎ酔 呉習』1 1・1…

伝承遊びの今日的検討」」小林剛（「子どrもめ文化」11留9

　～3，前掲）　　　　諮一
続今の子どもは遊べな恥， 遊ぱないζIlLと》～ろが‘yそれは

むしろ遊びが変らた1どどぢえ る方淋正確ではなし・かI」と

いろ観点かちジ伝承遊びめ今日的検討の必要を乏な1え・

遊び伝承の条件どし℃1「＝天人め生活が地域把根ざし，こ郷

土文化に対する責任み自覚をミもつこと1・子どもあ自主桑

団を地域に生き生き老育でると』とレなどを提署・してい

る。二∴　 ”＝
く 1二

』＞ぐ～写き ・∴ミ しC∵∵r 一’

昭和玩具史一斎藤良輔著一（住宅新報祉‘19？3＆3）

詔和年代の瑳具の歴史巻群細に述笈たもめ そ1 子1ども

の生活の変化5教育や児童文化運動め動きなどと関連 し

ていながらム面〆業界史と し七め内容ももっているど付

録に「産業構造審議会生活用品部会琉具小委員会報告握」

があり，玩具の商品ど し喧め特性や分類1∫1・生産流通構

造ド問題点，吟後の方絢など沸知らされ1畔lr昭莉玩冥丈

化史年表ゴ1もあるよ ◇▽』 丸』
おもち憎と遊ぴ一野上暁著（現代書館，⑲内ん15ヅ

ー大入が作ら7ζ与：える場具に対してザ争どもが使う渥お

『もぢ』わξの概念を用い碁玩具をふくあてさまざまな：踊お

もち や》〈テレ壱も当然そめぴとづン ～i子どもの遊び乏

のかかわりあいの変化を分析しン今後にづいFで提曾す

｛るポおもち塑・と遊びを手がかり1とむ展開された文化論セ

あるともいえる。

了　テ　レ　ビ

放送番組利用に関する実験的考察一テレビ視聴中・視

　聴後の言誰教示が幼児の伝達言語に及ぼす効果一芝

　田不比人（高知女子大学保育短期大学部紀要第3号，

　ユ979～3）
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財藁日、本総合愛育研究所龍要 　1 第15桀

，幼稚園鱗児ク、咳潤8名を教示蹴非教示群』と．に、わ

け・二・騨茸琴教育テ 妬ビ幼稚園保育所向番粗：、fみんなの姑

かい」を視聴させ，番組の進行中に，教示群に対，しズだ

セ泌前匹用憩、し：な教示内容を場面に応斐ス語並かける彰

視聴後，L幼児たちの表象を言語化 して伝達するよう求め

之実験であ多。：1実験は・2つの形式マ行われ1 教示の効果
．を謁査iした6玉 』ン・』r

∫
、』 ，㌣．ン　

［顎ヴ 、、、、

テ レビと幼児の人格形成　その功罪と活か1し方をめ：ぐ
っ

　てr上野取美』（保育学年報7前掲）』）ッ・・㌧』』ぺ、・』1

二 家庭における幼児のテ レ ビ視駄闘むド両親の態度を

軍要視し精2向の実態調査の結果を総合分析迄ヱ㌶極端

なテ、レゼ公害畦お！となが心配するほど嫉み・られないもの

の，親の側における指導的態度転意図的、：3紐織的な構

え鱒琳難いrと』して・・テヒビ視職譲け輝親鱒の
必要なことをといている。　　　　　　f∴・llヒ．ε

テレビ4子ξもの活動分析r中田力望子・岡崎比佐子。

5尾原志磨子夕前典子ぱ保育学年報史前掲）1，：擦＝』一
』

　，都内及び近県の幼稚圏．278園で頑観察記録・し たβ歳か

ち5．歳の幼児碍延！薄4Q7名の活動を，1揚所別蒜年齢別畝

性別鱒分類 し∫Lテヒビの影響と思わ盆る活動が．ξのよう

にあらわ紅登かを見た。 活動の形はドやをま｝り∫、、：うたi5み

ぶりが多く，うた番組の影響が最も多く活動にあらわれ

ている。

　　　　　　　　　　　　　　　テこ　　　　　
ドロ 　　　ぬ

保育におけるテレビ指導の課題　園と家庭連擁を中応に

　r7舟橋斉（保宥学年報ワ前掲）二．ll1、’1一「＿蕊篇澱三1三、
，

・三名盲屋市および近郊の年箴児1とその母親に？駐て漆母

、と子ρ視聴態臥』 沙y」禽二CMlζ撫無．之の関鰍に

ρ矯ズの12っの調査を実施した結果から〆母親のテ’区ピ

琴海力）勿う態度が重要であ り、，

「、それに対する保育施設か

一らρ連雛蒼跡要であるこ渚を示唆 し1て跡るρ、r．．

幼児奨 1低学年還のテレζ視聴1；関する研究　，実態調査を

　中心に一宮島三香子（文教大学人問科学研究第 1号

1979倒12）i』’ 』、「3，

四
二』』．』1

二、・ 』二＿・iδ：総，C計走ン己
Fンニ

こ 埼取県春日部市り団地につレΣて凋査した結果し、、小規模

家庭であi鼓執もかかわらず2台以上の重悲ピ保有率が詐

％診奇ことレ’低年齢児マみりな、が！ら子ど・も部屋にテ，レ ビ

・をお恥ている家庭が翼％ある善ξ∋：1親の見せたレ、》番組と

子ど．事．が見たい番緯とのあいだにずれがある着とる、、番組

内容蕉ついて親の側に意見の少いこと，、などがわか，ワ，

、親の積極的な態度が必要であると しているo，、。

テ レビ牽子どもの味方に←北川隆 吉・隅井孝雄編著

　（徳間書店， 旨i1979皆．1i〉．』1減

，①塾ヒビと子蟄もと親と（隅井孝雄）5・②丁子どもの生

活とテヒ、ぐ二∫ノ調査から（菊地矛り孝守．・斎藤賢治）ジし③テ・レビ

の仕組一く隅井孝雄）ザ④教育どテヒ、ビ（北川隆吉〉，7⑤資

料，の5章からなる啓発指導の轡で，ぺ多ぐの人六にテレ

・ビを考え・てもら恥た恥ξい1う趣旨で，．海外事情．も・ま・じえ

、てレ 1テマごの送り手と受け手の現状と問題がよ く、わかる

よう’に構成ざれてい る？，、∫

r子どもの生活ξテレビ」調査か、ら7菊地利孝 ・，斎藤

い賢治・（「房一ヒ、ビ を子どもの味方に」←前掲）’ヒ

・N耳犀放送供論調査所が，，昭和52年にi 』東京都と盛岡

市の小学生，中学生，およびその母親を対象に，、世論調

査の方法によっズ調査した結果の要点が述奉阪ら れ1て、い

る6・r自分の視聴時間にっい乙てト子だもは冷ちょヶどよ

い壷
、
と思．っているのにi 、母親は・ 3見すぎる忌 ．など，母と

子の意識のずれ，、母と子の視聴態度の関係が調査されて

いる。 一、

終』堕 1＜』・；『 き』 1△ ．1「∵，区、、

　・この年度嫡〆絵本1，漫画， テレレビに関する文献が多く

みられたが，これは当然のことで｛あ1ろ；う。多ぐの研究

が， 1子どもの生活と発達とのかかわりあ恥につい乙考察

されているばかりでなく， 1家庭において， 1、親と子の関係

のなかで，1児童文化財がrどう考えられ，』1・とり扱われてい

るかとい・う1ところに』視点がひろげちれており， 研究は

1ざらに｝歩先5すすめられてきたという感慨をもたされ

た。』さらに←・ ・これまで児童文化理論の研究にお恥て1，あ

まり体系的に・どりあげちれるこ・：との少かづたと思われる

「予fも，文化」／の考え方にρいて，ざ直接に，・ あiる沁は間

接に論及された文献が多くみられ，今後の研究沁多くの

示唆を与えられたと思ーう。・寸』 盲・1 r1』 ：肖ン1 i

なお・，上記の各文献の）ンもうすこし・くわ屯恥 紹介は，入1

朝日生命厚生瑛業団の御協力によ！り刷に刊行される研究

報告のなかに含まれている。 　』＝ヤ、熟 こ暑」ンll：，ン雰シ

　　　ゆア　　　　　　エ
1v　　　鯖ζ　U

き ’

」 “　受
■、〆　r
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